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参
議
院
選
挙
の
結
果
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
今
回
の

特
徴
が
少
し
窺
え
る
。
と
い

う
の
は
、
票
集
め
の
た
め
立

候
補
し
た
タ
レ
ン
ト
候
補
が

思
っ
た
集
票
効
果
を
も
た
ら

さ
な
か
っ
た
こ
と
、
も
う
一

つ
は
、
各
業
界
団
体
の
推
す

候
補
者
も
芳
し
く
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　

例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
日

本
医
師
会
の
政
治
団
体
・
日

本
医
師
連
盟
は
、
自
民
・
民

主
・
み
ん
な
の
複
数
政
党
に

二
股
、
三
股
を
か
け
た
が
、

す
べ
て
落
選
。
日
本
歯
科
医

師
連
盟
の
候
補
は
最
下
位
で

ど
う
に
か
当
選
と
、
医
科
・

歯
科
業
界
団
体
の
推
す
候
補

は
苦
戦
し
、
集
票
力
の
低
下

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
言
え

る
こ
と
は
、
今
ま
で
の
業
界

団
体
の
声
の
票
で
は
な
く
、

い
か
に
無
党
派
層
、
中
間
層

に
訴
え
る
必
要
性
が
大
切
で

あ
る
か
が
考
え
さ
せ
ら
れ
た

点
で
あ
る
。

　

今
回
、
特
に

歯
科
界
に
お
い

て
は
、
長
年
、

厚
生
労
働
省
へ

の
診
療
報
酬
改

　

政
策
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
２

０
１
１
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
に
向
け
て
、
同
省
が
全
国

の
職
員
に
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
た
も
の
で
、
81
件
の
応
募

が
あ
り
、
二
次
選
考
に
７
件

が
残
っ
た
。
最
優
秀
賞
１

件
、
優
秀
賞
３
件
、
奨
励
賞

２
件
の
計
６
件
の
政
策
提
案

が
受
賞
し
た
。

　

優
秀
賞
と
な
っ
た
「
対
医

療
機
関
に
対
す
る
指
導
・
監

査
部
門
の
統
合
等
」は
、「
給

付
の
適
正
化
等
を
目
的
と
し

て
制
度
ご
と
に
実
施
し
て
い

る
対
医
療
機
関
等
に
対
し
て

の
調
査
・
指
導
・
監
督（
監
査
）

に
つ
い
て
、
組
織
を
統
合
し

一
体
的
実
施
を
図
る
」
と
す

る
指
導
・
監
査
の
強
化
を
提

案
し
た
。現
在
、健
康
保
険
法

や
医
療
法
、
生
活
保
護
法
な

警
察
と
一
体
の
指
導
強
化
を
提
案

警
察
と
一
体
の
指
導
強
化
を
提
案

厚
労
省 

政
策
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
終
選
考
に

助手・歯科医師・患者のそ
れぞれの立場で実習する参
加者＝７月24日、大阪市内

善
運
動
、国
会
要
請
行
動
で
、

20
年
以
上
73
項
目
に
も
わ
た

っ
て
改
定
が
な
く
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
る
歯
科
の
診
療
報

酬
の
実
態
を
国
会
で
明
ら
か

に
し
、歯
科
の
紙
出
し
問
題
、

訪
問
診
療
へ
の
改
善
要
求
、

の
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
、
東

京
・
千
葉
・
愛
知
・
長
野
・

兵
庫
・
大
阪
・
大
分
と
結
成

さ
れ
た
。
深
刻
な
不
況
や
貧

困
の
拡
大
で
歯
科
治
療
を
受

け
ら
れ
ず
、
口
腔
崩
壊
が
急

増
す
る
な
か
で
、
歯
科
関
係

心
強
い
動
き
で
あ
る
。
一
議

員
に
頼
ら
ず
、
民
意
の
力
で

国
を
動
か
す
原
動
力
と
な
っ

て
も
ら
い
た
い
。

　

政
府
内
で
混
合
診
療
原
則

解
禁
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。ま
た
、医
療
給
付
費
の

審
査
・
指
導
の
改
善
な
ど
の

問
題
で
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
小
池
晃
議
員
（
共
産
）
の

議
席
を
失
っ
た
こ
と
は
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
各
地

で「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
」

者
と
患
者
・
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
歯
科
医
療
の
充
実
を

求
め
る
運
動
が
広
が
っ
て
き

て
い
る
。
無
党
派
層
へ
の
呼

び
か
け
、
歯
科
医
療
が
抱
え

る
問
題
へ
の
理
解
の
普
及
に

お
い
て
、
次
回
選
挙
に
向
け

適
正
化
と
い
う
名
目
で
押
し

進
め
ら
れ
て
い
る
レ
セ
プ
ト

電
子
請
求
に
よ
っ
て
診
療
日

ご
と
の
症
状
、
経
過
及
び
内

容
を
審
査
支
払
機
関
に
提
出

さ
せ
、
審
査
・
指
導
の
強
化

の
動
き
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に

対
し
て
反
対
運
動
を
強
め
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

特
に
、
厚
労
省
は
「
保
険

診
療
の
質
的
向
上
の
た
め
」

と
称
し
て
、
個
別
指
導
を
毎

年
８
０
０
０
カ
所
行
う
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
数

は
、
医
療
機
関
数
の
４
％
に

該
当
し
、
大
阪
で
年
間
２
０

０
件
の
個
別
指
導
を
意
味
す

る
。
２
０
０
８
年
度
は
３
４

１
０
カ
所
、
返
還
額
36
億
６

０
０
０
万
円
（
前
年
度
比
約

２
億
円
減
）
で
あ
り
、
同
省

は
全
国
統
一
の
指
導
実
施
要

項
を
作
成
し
て
、
指
導
・
監

査
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る

動
き
を
見
せ
て
い
る
。

　

協
会
は
先
に
述
べ
た
患

者
、
住
民
団
体
と
一
緒
に
な

っ
て
保
険
診
療
の
質
的
向

上
、
本
当
の
適
正
化
を
訴
え

て
、
偏
っ
た
政
策
の
転
換
・

修
正
を
迫
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

 
（
つ
づ
く
）

ク
」
を
７
月
24
日
、
と
み
も

と
歯
科
医
院
（
大
阪
市
港

区
）
で
開
い
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
衛
生
士
の
指
導

の
も
と
、
歯
科
助
手
ら
15
人

が
実
習
を
交
え
て
バ
キ
ュ
ー

ム
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　

講
師
の
冨
本
昌
之
氏
は
、

「
術
者
で
あ
る
院
長
な
ど
が

治
療
部
位
を
し
っ
か
り
見
え

る
よ
う
に
、
治
療
の
妨
げ
と

な
る
舌
や
頬
を
で
き
る
だ
け

器
具
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と

は
、
患
者
が
よ
り
安
全
に
治

療
を
受
け
る
こ
と
に
も
繋
が

る
」
な
ど
、
バ
キ
ュ
ー
ム
の

目
的
や
操
作
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
話
し
た
。

　

協
会
制
作
の
「
バ
キ
ュ
ー

ム
ビ
デ
オ
」
で
口
腔
内
の
部

位
・
名
称
、
基
本
的
操
作
方

法
を
視
聴
し
た
後
、
実
技
で

術
者
・
患
者
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
役
を
全
員
が
体
験
し
た
。

　

バ
キ
ュ
ー
ム
チ
ッ
プ
の
口

腔
内
へ
の
挿
入
角
度
・
あ
て

方
な
ど
、
術
者
・
患
者
の
立

場
か
ら
も
理
解
で
き
る
実
習

と
な
っ
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
体
験
を
通
し
て
、
自

分
の
悪
い
と
こ
ろ
を
発
見

し
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
れ

ば
良
い
か
分
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

シ
ス
タ
ン
ト
ワ
ー
ク
基
礎
編

「
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ

　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部

は
、
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
講
座
ア

医
療
指
導
管
理
官
が
提
案
し

た
こ
と
に
身
の
毛
が
よ
だ

つ
。
そ
も
そ
も
指
導
と
は
、

行
政
手
続
法
に
則
っ
た
も
の

で
あ
り
、
犯
罪
捜
査
で
は
な

い
。
法
を
遵
守
せ
ね
ば
な
ら

な
い
は
ず
の
指
導
管
理
官

が
、
自
ら
の
権
限
を
逸
脱

し
、
強
権
的
な
指
導
を
繰
り

返
し
て
き
た
こ
と
が
保
険
医

自
殺
事
件
な
ど
の
悲
劇
を
生

み
出
し
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。
同
指
導
管
理
官
の
よ
う

な
考
え
は
即
刻
改
め
さ
せ
る

べ
き
だ
。
ま
た
こ
れ
ら
の
政

策
提
案
が
優
秀
賞
や
最
終
選

考
に
残
る
よ
う
な
厚
労
省
の

あ
り
方
に
も
疑
問
を
持
た
ざ

る
を
得
な
い
。
協
会
・
保
団

連
は
、
こ
れ
ま
で
厚
労
省
や

大
阪
府
交
渉
を
通
じ
て
、
個

別
指
導
時
の
録
音
や
弁
護
士

の
帯
同
を
認
め
さ
せ
て
き

た
。
今
後
も
保
険
医
の
権
利

と
権
益
を
守
る
た
め
に
尽
力

し
た
い
。

療
指
導
監
査
部
門
の
充
実
強

化
」
で
あ
る
。
提
案
内
容

は
、
厚
労
省
の
指
導
・
監
査

部
門
に
犯
罪
捜
査
の
プ
ロ
で

あ
る
警
察
庁
や
警
視
庁
の
出

向
者
を
受
け
入
れ
、
組
織
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る

と
い
う
も
の
だ
。
実
施
さ
れ

た
場
合
の
効
果
と
し
て
①
関

係
者
に
対
す
る
抑
止
力
②
職

員
の
活
性
化
及
び
資
質
の
向

上
③
告
発
に
当
た
っ
て
の
円

滑
化
④
監
査
案
件
の
期
間
短

縮―
―

を
挙
げ
た
。

吉
田
裕
志
副
理
事
長
・

社
保
研
究
部
長
の
話

　

こ
の
よ
う
な
案
を
現
役
の

ど
の
制
度
・
組
織
ご
と
に
分

か
れ
て
い
る
医
療
機
関
へ
の

指
導
や
監
督（
監
査
）を
大
臣

官
房
が
取
り
仕
切
っ
て
一
体

で
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

実
施
し
た
場
合
の
効
果
と

し
て
①
各
制
度
に
お
け
る
調

査
・
指
導
・
監
督
（
監
査
）

の
充
実
強
化
②
対
応
件
数
の

増
加
③
行
政
サ
イ
ド
、
医
療

機
関
サ
イ
ド
双
方
に
お
け
る

効
率
化
④
政
策
部
門
へ
の
現

場
か
ら
の
提
言
に
よ
る
、
実

態
に
即
し
た
法
整
備
の
実
現

―
―

を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、
受
賞
し
な
か
っ
た

も
の
の
、
最
終
選
考
の
７
件

に
残
っ
た
１
件
が
「
保
険
医

②②

選
挙
後
の
情
勢
と

選
挙
後
の
情
勢
と

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

民
意
の
力
で
政
策
転
換
迫
る

社
保
研
究
部
長
・
吉
田
裕
志

　

厚
労
省
は
７
月
22
日
、「
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
２
次
選

考
（
最
終
選
考
）
で
、「
対
医
療
機
関
に
対
す
る
指
導
・
監

査
部
門
の
統
合
等
」
を
優
秀
賞
に
選
ん
だ
。
ま
た
、
受
賞
は

し
な
か
っ
た
が
、
警
察
と
一
体
に
な
っ
て
指
導
・
監
査
等
を

進
め
る
「
保
険
医
療
指
導
監
査
部
門
の
充
実
強
化
」
は
、
最

終
選
考
に
ま
で
残
っ
た
。「
ｍ
３
・
ｃ
ｏ
ｍ
」
が
７
月
23
日

付
で
報
じ
た
。

『指導対策テキスト』

今号に同封

歯科臨床・
学術学会部

実
習
で
改
善
点
を
発
見

バ
キ
ュ
ー
ム
講
習
会
開
く


